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1 はじめに
情報数理工学と制御工学を融合した基盤研究にもとづいて，ターゲッ

トトラッキングタスクでなぞり運動における内部モデルのモデル化と習
熟メカニズムを解明する．拡張カルマンフィルタと報酬駆動システムの
枠組みで自律分散制御の基盤技術を開発する.
似たような研究として手の動きと視線の動きの関係性についての研究

[1][2]はあるが、,なぞり運動」に重きを置いた研究 [3]は少ない. また、
誤差の予測モデルの研究も行われている.[4]

2 現在の状況
2.1 PsychoPy
PCを使って心理学実験を行うためのツールとして PsychoPyがある.

主な使い方としては刺激画像の表示時間の指定をしたり,刺激画像が表
示されてからのボタンを押すまでの反応時間を記録するといったことが
できる. PsychoPyは,Pythonというプログラミング言語を用いて PC
に指示を出す.

PsychoPyにはBuilderとCorderという機能がある. 図 1はBuilder,
図 2は Corder それぞれの画面である.

図 1：Builder

図 1は Builderと言われる自分でプログラムを書くのではなく,アイコ
ン（コンポーネント）を配置して作成した実験を Pythonのスクリプト
に変換してくれます. 刺激としては、画像表示・文字の表示・音の再生
などがある. 反応としては、マウスのクリック・キーボードを押す など
がある. Builderでは Excel サポートされた xlsx形式の Excelファイル
を利用して,実験条件の設定を簡単に行うことができる.

図 2：Corder

図 2 は Corder と言われ、直接コードを書くことができる. Builder で
作ったスクリプトは人が直接書くものよりも冗長的なため,Corderを使
うほうがいい場合もある.

図 3：PsychoPyのイメージ図

3 実験
3.1 実験概要
鏡映描写課題と言われる,鏡に映った自分の手の像を見ながら図形を

ペンでなぞる課題. 鏡を見ながら描画するため,前後方向に手を動かし
たときに視覚像の動きが逆転し,うまく図形をなぞるのが難しい. しか
し,何度も練習をすると、次第に手と鏡像の動きの関係が学習され素早
く間違わずになぞることができるようになる.

今回の実験はこの鏡映描写課題と類似の課題をＰＣで実現するために
PsychoPyを使って実験を作成する.

3.2 鏡映描写課題の実験（例）
実験は星の形の半分をなぞるものである. マウスを動かすと動かす対

象物の左右への移動はマウスと同じように動くが,上下は反転して動く
ようになっている. 実験は 10回繰り返される.その 10回はそれぞれ始
点と終点が違っている. 1つの試行ごとにデータが 1200個ほど取れる。

図 4：実験結果をエクセルでグラフ化したもの
図 4は (x,y)=(67,93)が始点であり,そこから星の半分の形をなぞって
いき,(x,y)=(-165,-233)が終点になっている.
図 4では青点がなぞるべき線の上を通ったのを示しており、オレンジ店
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はなぞるべき線からはみでたときを示している。

3.3 実験
星ではなく四角をなぞるようにしてあるマウスを動かすと動かす対象

物の左右への移動はマウスと同じように動くが,上下は反転して動くよ
うになっている. 実験は 5回繰り返される.その 5回は始点と終点が固
定され,ランダム性がない.実験の条件としてゴール以外の緑点を通過す
ると赤点に変化するようになっており,全部が赤点の状態でゴールしな
いと次の試行に移らないようになっている.

図 5：四角をなぞる実験の実行中画面

図 6：ゴール手前

図 5,図 6で示しているような条件のもと実験を行なっていく.

4 データ
5 回の繰り返しの試行を 1 回とカウントし,1 回 1 セット,2 回 1 セッ

ト,3回 1セットの 3種類のデータを取得した. 1回 1セットは 3人分,2
回 1セットのデータ,3回 1セットはそれぞれ 1人分のデータを取得した.

4.1 1回 1セットのデータ

図 7：データ

図 8：データ

図 9：データ

図 7,図 8,図 9はそれぞれ 1回 1セットのデータである. それぞれを見
てもらうとわかるが,これだけでは習熟しているかどうかはわかりづら
い.

4.2 2回 1セットのデータ

図 10：データ

図 11：データ

図 10は 2回 1セットのデータの 1回目,図 11は 2回目のデータである.
それぞれを見てもらうと図 10の平均値より図 11の平均値の方が高いた
め習熟しているといえる. 1回 1セットのデータの取り方よりもこっち
の方が習熟しているかどうかがわかりやすい.

4.3 3回 1セットのデータ

図 12：データ

図 13：データ

図 14：データ

図 12は 3回 1セットのデータの 1回目,図 13は 2回目のデータ,図
14は 3回目のデータである. それぞれを見てもらうと図 12の平均値よ
り図 13, 図 14 の平均値の方が高いため習熟しているといえる. 1 回 1
セットのデータの取り方よりもこっちの方が習熟しているかどうかがわ
かりやすい.

4.4 まとめ
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図 15：データ

図 16：データ

図 17：データ

図 18：データ

それぞれのデータを取得した. しかし,データを見てもらえば分かる
のだが,これだけでは習熟しているかどうかがわかりづらい気がする. 原
因としては,今回は「True」「False」の値を考慮しているだけのためだ
と考えている. そのため,今後はこの 2値だけでなく,データの個数や線
からの誤差なども考慮しないといけないのではないかと考える.

5 おわりに
実験が完成し,データを取得した. 今後は研究室の人たちに協力して

もらい, データを取得していく段階である. また, 理論の方からのアプ
ローチをしていく
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